
平成 25 年度第 2 回獣医学術功績者選考委員会の会議概要 

 

Ⅰ 日  時  平成26年2月22日（土） 8：30 ～ 9：00 

 

Ⅱ 場  所  幕張メッセ・小会議室 203（2 階） 

 

Ⅲ 出 席 者  

【委 員 長】 酒井 健夫 日本獣医師会学術担当理事（麻布大学客員教授） 

【産業動物部門委員】 

 小形 芳美 山形県農業共済組合連合会家畜部長 

 佐藤  繁 岩手大学農学部教授 

 澤田  勉 大阪府立大学名誉教授 

 白井 淳資 東京農工大学農学部教授 

 中尾 敏彦 元山口大学農学部教授 

【小動物部門委員】 

 岡野 昇三 北里大学獣医学部教授 

 佐藤れえ子 岩手大学農学部教授 

 西村 昌数 帯広畜産大学名誉教授 

 丸尾 幸嗣 岐阜大学応用生物科学部教授 

【公衆衛生部門委員】 

 石黒 直隆 岐阜大学応用生物科学部教授 

 植田富貴子 日本獣医生命科学大学獣医学部教授 

 丸山 総一 日本大学生物資源科学部教授 

 山田 章雄 東京大学大学院農学生命科学研究科教授 

 山本 茂貴 東海大学海洋学部教授 

【欠席委員】 大草  潔 仙台市獣医師会会長、大草動物病院（仙台市）院長 

【本  会】 矢ケ崎忠夫（専務理事） 

 

Ⅳ 議  事 

１ 平成25年度第1回獣医学術功績者選考委員会の検討結果 

２ 平成25年度日本獣医師会獣医学術賞「獣医学術学会賞」の選考 

 

Ⅴ 会議概要 

１ 平成25 年度第1 回獣医学術功績者選考委員会の検討結果 

酒井委員長から、昨年11月 18 日開催の平成25年度第1回獣医学術功績者選考委員

会において選考が行われた結果について確認を行い、異議なく了承された。 

 

 



２ 平成25 年度日本獣医師会獣医学術賞「獣医学術学会賞」の選考 

酒井委員長から、獣医学術賞「獣医学術学会賞」の選考については獣医学術賞選考要

領により、平成 25 年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会（千葉）において講演され

た地区学会長賞受賞講演が対象となることが説明され、本年度の獣医学術賞「獣医学術

学会賞」は以下のとおり決定した。 

 

【 産業動物部門 】 

〔 獣医学術学会賞 〕 

黒毛和種子牛における離乳時の母子分離と牛房移動が発育及びストレスに及ぼす影響 

 吉田恵実（兵庫県立農林水産技術総合センター・畜産技術センター）、他 

＜選考理由＞ 

黒毛和種子牛の離乳時における母子分離は、ストレスを生じて子牛の健康や発育に

悪影響を及ぼすと考えられるが、従来から子牛を母牛から分離し牛房を移動するとい

う方法がとられている。本研究は、母牛を分離・移動させるという新しい方法によっ

て子牛のストレスが軽減され発育が改善されることを、血液性状と行動の観察によっ

て明らかにしたもので、獣医学術の研究の進展と離乳期子牛の疾病予防と生産性の向

上に著しく寄与する業績と認められた。 

 

【 小動物部門 】 

〔 獣医学術学会賞 〕 

波状の洞毛を持つネコの白血病陽性率に関する検討 

 森下正隆（にいはま動物病院・愛媛県）、他 

＜選考理由＞ 

本研究は、特殊な検査機械を使わずに身体検査の所見をもとに、猫白血病ウイルス

感染と曲がった洞毛の関係を証明した研究で、大変オリジナリティーに優れ、臨床獣

医師が直ちに応用可能な研究成果である。学術的には、曲がった洞毛の免疫化学染色

によってウイルスの存在を証明しており、今後のさらなる研究の発展も期待できる研

究内容であり、獣医学術学会賞を受賞するにふさわしい研究であり推薦する。 

 

【 公衆衛生部門 】 

〔 獣医学術学会賞 〕 

蛍光RT-Multiplex PCR法による食中毒等集団感染事例からの下痢症ウイルスの検出 

 東久保 靖（広島県立総合技術研究所保健環境センター）、他 

＜選考理由＞ 

本研究は10種類の下痢症ウイルスを一度に検出する新たなMultiplex PCR法を開発

したものであり、PCR産物のサイズと蛍光色素の違いにより10種類の下痢症ウイルス

が識別可能となった。本法は極めて実践的で実際に食中毒に応用が可能であることか

ら、今後、広く普及することが予想される。このため、公衆衛生上、非常に画期的な

方法と評価されることから、獣医学術学会賞として推薦する。 



 

Ⅵ まとめ 

 酒井委員長から次のことが確認された。 

（１）平成25年度第1回委員会における検討結果と併せ、本年度の日本獣医師会獣医学術

賞受賞業績は以下のとおり決定した。 

【産業動物部門】 

〔 獣医学術奨励賞 〕 

兵庫県中部におけるアカバネウイルスによる子牛の非化膿性脳脊髄炎と先天性奇形を

伴う異常産の発生 富田啓介（兵庫県姫路家畜保健衛生所）、他 

〔 獣医学術学会賞 〕 

黒毛和種子牛における離乳時の母子分離と牛房移動が発育及びストレスに及ぼす影響 

 吉田恵実（兵庫県立農林水産技術総合センター・畜産技術センター）、他 

〔 獣医学術功労賞 〕 

産業動物の獣医繁殖学に関する研究と普及 

 澤向 豊（酪農学園大学・元教授） 
 

【小動物部門】 

〔 獣医学術奨励賞 〕 

犬猫の各種感染症における原因菌とアンチバイオグラム 

 嶋田恵理子（みやもと動物病院・山口県）、他 

〔 獣医学術学会賞 〕 

波状の洞毛を持つネコの白血病陽性率に関する検討 

 森下正隆（にいはま動物病院・愛媛県）、他 

〔 獣医学術功労賞 〕 

犬猫の脊椎・脊髄疾患の診断・治療 

 中山正成（日本小動物獣医学会・元副学会長） 
 

【公衆衛生部門】 

〔 獣医学術奨励賞 〕 

山口県内のペットショップで販売されている爬虫類のサルモネラ保有状況及び薬剤感

受性 亀山光博（山口県環境保健センター保健科学部）、他 

〔 獣医学術学会賞 〕 

蛍光RT-Multiplex PCR法による食中毒等集団感染事例からの下痢症ウイルスの検出 

 東久保 靖（広島県立総合技術研究所保健環境センター）、他 

〔 獣医学術功労賞 〕 

食の安全と感染症制御に関するリスクコミュニケーション活動とその啓蒙 

 岡本嘉六（鹿児島大学・名誉教授） 

 

（２）なお、日本獣医師会獣医学術賞の発表と賞の授与は、本日13時15分から同会場の

3階・中会議室301において開催することが事務局から報告された。 


